
富士市SDGｓ共想・共創プラットフォーム

参加・活動の動機付け

富士市行政課題公表

活動の拡大・参加

企業版ふるさと納税活用補助制度

金融支援
関係者開拓

自律的好循環の形成 プラットフォーム特徴
段階に応じた支援体制と役割分担

約100の課題が
プロジェクト創出
のきっかけに！
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ポータルサイト
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ＳＤＧｓへのはじまり 富士市

で、検索

プロジェクト
（例）



富士市ＳＤＧｓ未来都市行動宣言 富士市ＳＤＧｓ未来都市推進企業等登録制度

行動宣言者数
（2023年12月14日時点） 法人 個人

１，７４１ ３４４ １，３９７

【２０２１年１２月７日開始】
本プラットフォームへの参加申し込みです。
市内・外、法人・個人問わず宣言できます。

以下のサービスが利用可能になります。

〇メールマガジン

〇オリジナルロゴマークの利用

〇行政課題の意見交換・提案

〇推進企業等登録申請

〇プロジェクト登録

〇プロジェクトエッグ認定申請

〇プロジェクトエッグ補助申請

推進企業登録数（2023年12月14日時点）

５２

行動宣言・推進企業等登録
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【２０２２年３月２７日登録開始】
地域企業のＳＤＧｓ経営けん引役です。
４２項目の自己チェックシート、ＫＰＩを公開しています。

以下のメリットを提供しています。

〇市長からの登録証交付（記念撮影有）

〇富士市ＳＤＧｓポータルサイト内専用ページ

〇オリジナルロゴマーク利用時の専用文言

「富士市と共にＳＤＧｓ未来都市富士市を創っています」

〇プロジェクトエッグ認定審査での加点

〇マッチングにおける優先的な呼びかけ

〇大学生・高校生等による企業取材



登録プロジェクト数
（令和5年12月14日時点）

ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクト
（令和5年12月14日時点）

２５ １

ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクト

【２０２３年１１月１日開始】
富士市から世界を変えうる有望なプロジェクトの認定制度

本プラットフォームの最大の目的は
本認定プロジェクトを数多く生み出すことです。

プロジェクト
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【２０２２年４月１８日開始】
複数主体が協働して実施している
ＳＤＧｓ活動をプロジェクトと定義

以下の支援を行っています。

・金融機関等からなる
応援団による支援

・行政課題公表による
きっかけづくり

・プロジェクトエッグ認定
と補助制度

プロジェクト

令和５年１２月１４日
ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクト認定（第１号）
「使用済みペーパータオルを含む」

紙資源リサイクル活動
〇コアレックス信栄株式会社
〇公益財団法人富士市文化振興財団
〇社会福祉法人ふじのやま



富士市ＳＤＧｓ応援団制度と活動支援

【２０２２年５月９日開始】
経済、社会、環境、その他の４分野に登録基準（知見水準）を設定
アドバイス、マッチング、紹介などの支援を実施

【金融支援の例】
プロジェクトエッグ応援補助金では、応援団員かつ推進企業等として登録されて

いる金融機関が有する制度であって、条件を満たす融資制度についてのみ、その金
利負担額と手数料も補助対象経費として扱います。
補助事業に短期融資するにあたり、事業企画のブラッシュアップ、クラウドファ

ンディングに向けた企業紹介、申請書類作成などを支援します。

金融機関 商工団体等 行政機関 高等教育機関等 企業

・富士信用金庫
・しずおか焼津信用金庫
・株式会社静岡銀行
・株式会社清水銀行
・三井住友海上火災保険株
式会社
・あいおいニッセイ同和損
害保険株式会社 静岡支
店
・日本生命保険相互会社
沼津支社

・富士商工会議所
・富士市商工会
・富士コミュニティエフエ
ム放送株式会社

・関東経済産業局次世代産
業課
・静岡県東部地域局
・静岡県富士健康福祉セン
ター
・富士市地域産業支援セン
ター（Beパレットふじ）
・富士市民活動センターコ
ミュニティｆ

・国立大学法人静岡大学
・法政大学デザイン工学部
川久保研究室
・一般社団法人静岡公共政
策研究所

・東京電力パワーグリッド
株式会社 富士支社
・静岡ガス株式会社
・コニカミノルタ静岡株式
会社

富士市ＳＤＧｓ応援団登録者

富士市ＳＤＧｓ応援団
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応援団員数
（令和5年12月14日時点）

２２



行政課題公表

提案 ２５

意見交換 ８９

令和６年度重点事業候補 ２

実施済・令和５年中実施予定 １４

プロジェクトエッグ １

通常業務 ４

不採択 ４

提案合計 ２５
２０２３年１２月１４日現在

富士市ＳＤＧｓ
推進本部会議

行政課題公表と重点事業選定

【２０２２年５月１１日開始】
ＳＤＧｓに取り組もうとする企業へのきっかけ作りとして、様々
な水準の行政課題を公表しています。
予算要求における重点事業（Ｒ５：５件、Ｒ６：１件）のほか、
予算が不要なものは即実施※します。
採択・不採択に関わらず富士市ＳＤＧｓ推進本部会議にて審議、
市として回答をおこないます。

課題数 提案募集終了 現公表課題数

１０６ ４ １０２

※予算不要であっても多くの部署に影響する導入検討などは、ＳＤＧｓ推進本部会議にて重点事業として指定します。
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ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ

【従来型】
対象経費の４分の３（上限７５万円）

【クラウドファンディング型】
定額補助（対象経費の１０分の１０）
ただし補助金額同額の企業寄付を富士市へ集めること。

【ここがポイント！】
・市内に本社がある企業の寄付には同額を市が上乗せ
・市外に本社がある企業は企業版ふるさと納税が利用可能
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目標達成第１号

公教育と連動したキャリア教育
パイロットプログラムの実践

令和５年１２月 目標達成！

令和６年度実施に向け調整中



公共交通回数券の段階的デジタル化

スタートは２０２２年度の行政課題への提案

日本初の実質０円で乗車できるコミュニティ交通を目指します。

スマートフォン限定は無理
・高齢者が多く利用できない市民 ・窓口へ問い合わせ殺到の恐れ

２０２３年度 ＳＤＧｓ応援団と再検討

２０２４年度予算要求重点事業

新たなに見つかった問題点
公共交通機関は、年間５０万枚を超える市発行回数券の処理事務の負担大

【再構築案】
構想実現まで３ステップ

第１ステップは
事務処理のみのデジタル化

〇公共交通機関の事務軽減
持続可能な支援策

実現

第２ステップは、
スマートフォン併用
＆ 全国展開

第３ステップで資金循環構築
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ＳＮＳを活用した食品ロス削減とコミュニティ活動支援

スタートは２０２２年度プロジェクトエッグ認定

食品ロス削減とコミュニティ活動の活性化を目指します。

ＳＤＧｓ応援団の店舗拡大支援

２０２３年度 システム検討

現在のＳＮＳ利用では参加店舗が増
えると見にくいが、
・システム開発は多額の費用
→本市内では投資回収できない

全国展開が必要

本プロジェクトは、
富士コミュニティエフエム放送(株)

が企画・主催している。

コミュニティＦＭ有志が事務局を担
うことができれば
〇速やかな全国展開
〇食品ロス削減
〇コミュニティ活動活性化
〇災害時の情報拠点維持（ＦＭ）

たくさんのメリット

全国展開に向けて、クラファン型活用調整中



ＳＤＧｓ発見
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富士市ＳＤＧｓ共想・共創プラットフォーム

「富士市から世界を変える」を目指して

富士市
推進企業

（地域事業者）
富士市ＳＤＧｓ応援団
プロジェクト支援者
（上場企業等）

富士市ＳＤＧｓ応援団
（地域金融機関）

富士市ＳＤＧｓ応援団
（大手銀行・証券等）

公的資金

地域課題の発掘・見える化の推進
官民連携促進

ＳＤＧｓポータルサイト
行政課題の公表
プロジェクト

行動宣言・推進企業登録

企業版ふるさと納税制度等

金融機関等によるＳＤＧｓを考慮した金融支援
（アドバイス・事業化等、非金融サービス含む。）

自律的好循環

高等教育機関
ＮＰＯ

プロジェクトエッグ
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富士市ＳＤＧｓ応援団
（機関投資家）

民間資金


